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DMXcatにおける「DMX解析」機能について

1. DMX512の中身と、送信に関するタイムについて

DMX512における信号の中身は、上記のような構造になっております。

DMX512における１チャンネルは８ビットで、例えば上記の「Ch1」の中には、

On/Off (0と1)により構成された256段階の値を入れることができます。

このデータを1chから512chまで送信するのが、DMX512における「１つのパッケージ」

つまり、「１ユニバース分の信号」ということになります。

信号の長さで言えば、この「１ユニバース分の信号」１回分を「１パケット」と読んでいる機器もあります。覚えてお

くと便利です。

現在多く使用されているDMX512-Aという規格においては、この「１パケット」を１秒間に最大で44回送信しま

す。DMXcatではこれを 「Update rate: 」として Hz (ヘルツ)で表示しています。

DMXcatによる「DMX送信」機能においては、SLOW、MEDIUM、FAST、MAXの4段階あると思いますが、こ

こでMAXを設定すると、Update rateは、規格上最大の44Hzと設定されます。

(注意：512chを全て送信する場合の規格上最大が44Hzになります。詳細は後述。)
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DMXcatにおける「DMX解析」機能について

2.表にある「μs」＝マイクロ秒について

表にあるように、１マイクロ秒＝ 0.001ミリ秒＝ 0.000001秒です。

勘違いしやすいですが、値が大きい方が「遅い」です。速くなっている訳ではありません。
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DMXcatにおける「DMX解析」機能について

3.信号の構造

以下、最初の図の中からの名称と番号です。

1 Break

先に述べた通り、１秒間に複数回の送信が行われるので、「信号の先頭」を見つける必要があります。この

Breakは、その先頭を表す役目を果たしています。しかし、ここの長さにばらつきが出てしまうことがあります。

　つまり、灯体によって受け取れるBreak timeの幅が違ったり、送信機材によってもBreak timeの幅に違いが

あります。

2 Mark After Break

その名の通り、１のBreak「終わり」を表す部分です。「この後にStart Codeが始まりますよ」ということを表しま

す。この部分も定義範囲が広いので、機器によりばらつきが出てしまいます。

最初の３、４、５を総称して ＝ Start Code

最初のStart Bit、 Data、 Stop Bitを合わせて Start Codeと言います。Ch1が始まる前を表す部分です。ここに

チャンネル情報はありません。「Ch 0」と表記している文献もあります。 Ch1は、このStart Code後に始まる

Start Bit、 Data、 Stop Bitになります。

6 Frame Timeについて

上記のStart Codeも含め、３、４、５、つまりStart Bit、 Data、Stop Bitを合わせた送信タイムを、Frame Timeと

言います。Start Codeもチャンネルデータも、Frame Time幅は全て一定となってます。

7 Time Between Frame

それぞれのFrame Timeの間に入る、いわば休息時間です。ここにも長さのばらつきが出ることがあります。
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DMXcatにおける「DMX解析」機能について

4.「ばらつき」について
先ほどから「ばらつき」と表現していますが、これがDMXにおける「相性の良し悪し」が出てきてしまう部分です。

　最初の表にもあるように、例えば、Breakであれば「88マイクロ秒以上、１秒以下」という定義になってます。

これをマイクロ秒に直すと、「88マイクロ秒〜1000000マイクロ秒の間」なら何でもいい、という、かなり広い定義

です。

こうなると、メーカーや灯体によって信号を受け取る幅が変わってきてしまうことがあります。また、送信機材に

よってもばらつきがあり、これが相性として出てしまうのです。
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DMXcatにおける「DMX解析」機能について

5. Tama Tech LabさんのDMXワクチン

現在ではあまり現場で見かけなくなりましたが、大きな現場にはよくTama Tech LabさんのDMXワクチンを持っ

て行っていました。安価な低機能のムービングライトをはじめ、海外クルーの持ち込み機材がある場合や、マイ
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DMXcatにおける「DMX解析」機能について

ナーなメーカーの製品を多く扱うような現場の場合、「信号を受けない」という症状が、ちらほら起こることがあっ

たためです。

これは、先に述べたような「相性」であり、つまりは、灯体が受信できるDMXのタイムレンジが合っていない、とい

うことでした。

このDMXワクチンでは、ディップスイッチを切り替えることで、入力された信号（１ユニバース分）のタイムレンジ

を変更して出力することができます。

ケーブルや灯体NGではなく、原因不明の信号トラブルなど、「最後の手段的」な感じで使用することがありまし

た。

当時、Tama Tech Labさん以外の他メーカーでこの手の機材を見たことがなかったので、名機でしたし「お守り」

的に機材表に足したのを覚えてます。

そもそもは、DMX512の規格定義を定める時に、しっかりとレンジを明確にしておけば、このようなことは起きな

かったのですが...。
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DMXcatにおける「DMX解析」機能について

6. DMXcatにおけるDMX解析機能について

ここまで記載させて頂いたDMX信号内の構造や、そのタイムレンジなどを抑えて置かないと、DMXcatにおける

「DMX解析機能」内の数値や表示を見ただけでは、意味不明かと思います。

1. Grand MA2のNPUへ、直接DMXcatを接続した場合
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DMXcatにおける「DMX解析」機能について

この値は、Grand MA2のNPUに直接DMXcatを接続した時の値です。

Break Timeから見てみると、180マイクロ秒と、規格上最速の88マイクロ秒から少し遅い値になってます。

Mark After Breakは28マイクロ秒。

Interslot Timeは、Inter Packet Time とも言われ、一回分の送信が終わった後、次の一回分を送信するまで

の時間です。

前述した通り、DMX512の規格上、１秒間に最大で44回の送信が行われますが、ここでのInterslot Timeは0に

なっているので、１パケット送信終了から次のパケットの送信開始までのタイムロスは、全くないことがわかりま

す。

Mark before Timeは、最初の図で言えば、７の「Time Between Frame」 になります。

また、Mark Time Between Frame (MTBF)と表記されている参考書もあると思います。

チャンネルにおける信号データが来た後、例えば1ch目のStop Bitから2ch目のStart Bitが来るまでのタイムで

す。

規格上、0秒以上１秒以下と、かなり広く曖昧です。

MA2のNPUでは10.5 マイクロ秒を採用しているみたいです。

Number of Slotは512で、512チャンネル分の信号が送られていることがわかります。

Update rate: Hz (ヘルツ)は前述の通り、１秒間に送信される回数です。

ここでは30Hzなので、１秒間に30回送信されていることがわかります。

ちなみに、DMXの規格上、送信するチャンネル数は変更できます。

電飾など高速での送信が必要な機材もあり、使用しないチャンネル数 (Number of Slot)を減らし、Update rate

を44回以上にあげることも可能です。

必要に応じてDMX送信機器のオプション機能を調べてみてください。
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DMXcatにおける「DMX解析」機能について

2. さまざまな灯体＆機器を通過した信号はどうか

これは、フロア灯体、MDG theOne 、ファンなどを通過した後のDMX信号です。

まず、Break timeが既定の88マイクロ秒よりも下がっており、短くなってます。

そのため、DMXcatでも赤く表示され、異常を示してます。

実際の制御では正常に灯体もファンも動いてますが、信号の波形的には、かなりノイズが乗っているのでしょう。
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DMXcatにおける「DMX解析」機能について

また、Update rate:も44Hzを上回っており、かなり乱れている感じがしますね。

信号線の末端ではこのようなことがよく起こるので、末端の機材にターミネーターを入れると、波形が安定し、灯

体の誤作動が収まることもありますので、覚えておくと便利です。
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DMXcatにおける「DMX解析」機能について

7. DMXcat内の送信スピード設定

1.最高速

DMXcatにおける最速の送信値です。

Break time :は92マイクロ秒で、規格上のすれすれですね。
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DMXcatにおける「DMX解析」機能について

4マイクロ秒だけセーフティーを取っているような感じだと思います。

その下のMark After Break time: も規格上は 8 マイクロ秒以上なので、

こちらもセーフティーで4マイクロ秒足してるのでしょう。

Intorslot time :は0で、パケット間でのロスはないことがわかります。

Mark Before Break time = Time Between Frameは4マイクロ秒と、こちらも4マイクロ秒のセーフティだけ取っ

て、最速で送信していることがわかります。

Update rate: も44Hzと、(512ch全て送信した際の)最大値です。
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DMXcatにおける「DMX解析」機能について

2.高速

Break time:や、Update rate: をみると、NPUに近いのかなと感じます。

ただ、interslot timeなど、現代の照明機材的には不要とされるディレイも入ってますね。
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DMXcatにおける「DMX解析」機能について

3.中速

MEDIUM、いわば中間値について特筆することはありませんが、

微調整することで、動作する機材があるかもしれません。
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DMXcatにおける「DMX解析」機能について

4.低速

DMXcatが定めるSLOW、つまり正常ではあるが「遅い信号」とは、ここの値が限界なのだということを考える

と、この値が一つの基準になるのではないでしょうか。

これよりも基準を上回ってしまうと、遅すぎる、ということです。

また、Interslot time:はFASTからSLOWまで「4マイクロ秒」で固定されています。

信号の認識においても、Interslot time:においては、これ以上引き延ばすメリットも無いのだと思います。
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DMXcatにおける「DMX解析」機能について

Update rate:は30Hzとなっており、これ下回ると受け取る側に異常が出るのかもしれませんが、前述のMA2の

NPUも30Hzを採用していることを考えると、そこまで悪い数字ではないことも事実です。
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